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M

ぐ
市

.民

の

'生

，た

：
，
.
る
職

業

0

.1
~

た
ら
し

^

雖

‘然
も

p i

英
.國
穀
物
'而
§

*

碧
察

m

l

1

玉

！



i 义:い ，' 、

豫
十
.八

翁

(

六1

六)

雜

：：

0

.

英
國
i

ボ
揚
の
史
的
考
察

傳
四
號

1

五
ニ

V

輪

®

ズ

ぷ

，ヶ

食

糧

：
が

其

周

圓

み

田

‘4
Mょ
-
辦
ら
さ
ろ
る 

さ

.
eが
：̂

®
で
'あ
ジ
た
ャ
是
こ
そ
最
も
原
始
的
に
し 

本
質
©
^
,る
商
紫
形
態
で
あ
る
。

’
而
じ
て
、
之
等
の
都
#
が
如
何
に
し
て
存
狂
す
る
に 

教
ガ
し
か
の
過
糖
に
.就
ポ
、
成
地
が
旣
に
商
業
0
中
心 

地
ぬ
み
し
が
や
あ
に
防
備
を
施
チ
れ
マ
都
市
の
最
古
の 

蜗
代
.だ
，る
、

I

に
變
じ
た
る
#
合
あ
-
ミ̂
の
假
說 

，は

之

を

除

外

す

ベ

か

ら

ず

，

W

し
て
も
.、
都
市
成
立
の1 

.般
的
過
程
ミ
し
マ
'

s:-̂ 
メ
I
ト

ラ

ン

ド(Maitland
)

は
次 

め

如

說

く

。
即
ち
國
王
め
城
下(

bu
r
h
)

が
特
に
平 

.如
を
享
有
す
る
こ
ご
> 
其
地
.に
來
柱
す
る
も
の
ま
て
も
 

.
W主
の
保
購
を
受
け
、
從
て
其
城
键
内
に
於
て
人
々
は 

め

に

集

合

し

得

，、
盤

賊

化

對

す

る

land : 

IDOmesc3av. 

w
o
o
k 

an
d 

Beyonci 
ジ 

1
0
2
ぃ
カ

)

- 

此

メ
.
 J

ト

ラ

シ

ト

の

.說
く
所
を
一
承

.能
す
るV 」

否

レ

に 

拘
ら
す
、
都
市
成
立
後
遂
の
.過
辟
に
於
て
,
國
王
成
は 

俗
界
、is

界
の
詣
領
主
の
與
ふ
る
保m

⑧
下
に
確
保
せ 

ら
れ
た
る16̂

和
は
之
が
.前
提
條
仲
：を
な
す
も
の
に
し 

て
> 
都
ホ
成
立
發
達
の
過
程
中
に
於
け
る
生
要
®
因
を 

な
す
も
の
は
、
此
確
保
さ
れ
た
る
平
和
の
下
に
於
け
る 

ま
場
取
引
と
其
願S

C

で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
"

而
し
て
、
ノ
ル
マ
ン
英
國
征
服
後
に
於
け
る
都
會
を 

見
ろ
時
は
次
の
三
種
の
も
の
を
擧
げ
る
こ
ざ
が3

来 

る
0
即

ち

1

に

R
o
m
a
n

 Britain

時
代
ょ
ひ
の
都
市 

に
レ
て
*
其
有
力
な
る
はColchester, 

Linco!n, 

G
l
?

 

uceskr,: 
York, 

S
t

 

A
〕baas

.

等
及
與
他
ケ
ダ
ト
人

®

.法
律
も
亦
：>
.人
々
が
他
の
地
に
て
賣
賈
行
ふ
ベ
か
ら

.

化
の
各
州
の
首
都
を
な
す
都
會
，
 

'vvlncllewter, 

canter, 

ず
せ
命
じ
、
欺
ぐ
し
てj

の

市

は

成

立

し

、
収

引

を

bcry, 

Silchester, 
Leicester, 

Rochester 

Cirencester

"お
す
.も
.め
.：u

市
場
地
の
周
圓
に
，.小
金
を
建
て
、b

u
r

h

等9

比
較
的
小
な
る
都
會
及
ロ
シ
ド
ン
等
が
之
に
職
す 

灼i
2

往
廣
す
：；̂
に

.至

タ

ヒ

云

ふ

.過

糖

で

あ

.
タ
0 

(
M
a
i
t
-

る
一
，
第

二
 
8
め

も

の
は
，
前
者
S
駒

係

な
其

：位

置

の

自
.然
的
諧
荆
餘
に
よ

り
て
生
じ
た
る
都
會
で
あ
る
。
河 

'川
め
.徒
涉
し
得
ら
る
る
地>:§

:

卯
の
合
流
す
る
地
、
河 

ロ \

港
海
の
地
は
"都
市
の
波
立
"
®
達
に
有
利
で
あ
ウ 

例
令
、Oxford, 

,

Cambridge, 

IBHstol, 

Exeter 

Lincoln

等
其
他
を
數
へ
る
こ
と
が
出
來
る

0
第
二
1 

の
も
の
は
、
：惯
院
及
城
磐
の
：调
圓
に
職
達
し
た
都
市
で
，.
 

.あ
る
力
僧
院
の
地
成
は
其
：近
傍
に
生
じ
た
る
都
市
ご
し 

て
は
、D

u
r
h
a
m
,

 

Bury, 

St. 

E
d
m
u
n
d
s
,

 

ASIngdon.

，等
の
如
さ
が
之
に
®
す

る

。
"
赋

の

周

圓

に

生

じ

な

る
 

も
の
‘ど
レ
て
は werkhampstead, Herefordshire

等
の 

如
さ
例
な
る
も
、
，
§
然

的

諧

视

盤

を

有

す

る

.地

は

又

城 

督

僧

院

を

有

す

る

場

合

が

，多

い

。
，例

令

、

Stradford 

Oxford, 

C
a
m
b
r
i
d
g
e

等
の
場
合
の
如
き
が
之
で
あ
る
。 

(
U
p
s
o
n
: 

ibid. 

V 1
6
5- 9

)

.而
し
て
右
の
詣
都
市
に
於 

て
農
業
は
提
く
都
市
民
の
主
た
る
職
業
の一

を
な
し
、

其
著
し
き1

例
せ
し
て
は
、
第
十
三
世
紀
末
に
於
て
も 

尙

Colchester 

©
住
民
の
半
數
は
跳
作
以
外
に
何
等
の

i

職
を
も
有
せ
ざ
り
し
如
&
も
の
あ
タ
ビ
难
も
^̂ 
士
地 

査(
D
o
m
e
s
d
a
y

 

S
u
r
v
e
y
s
1

o
八
六
年)

の
降
に
於
て 

も
各
都
市
に
自
ら
餅
作
し
て
城
壁
外
に
餅
地
を
保
存
し 

ね
る
紫
あ
る
は
認
む
れ
ご
も
、
.遠
，
時
代
ょ
り
地
主
化 

あ
ら
や
、
農
民
に
あ
ら
ず
し
て
，
而
も
都
市
に
て
®
要
な 

る
地
位
，̂
占
ひ
る
他
の
市
K
の
存
在
し
、
都
市
圓
體
は 

-

農
業
圓
體
に
非
ざ
る
こ
ご
は
、
此

Colchester

に
つ
い 

て

明

じM
a
i
t
l
a
n
d

の
說
明
す
る
所
で
あ
る
。(Mait­

land: 

ibid. 

p, 

1
9
7
-
3
)

而
レ
て
、
第
十
二
世
紀
に
於 

て
、
英
蘭
の
總
ベ
て
の
火
な
る
都
會
！

=
2

マ
I

チ
ャ
ン 

ト
、
ギ
ル
ド
が
生
じ
た
る
時
"
ギ
ル
ド
の
文
書
の
中
に 

，最
も
多
く
記
さ
れ
た
る
如
く
、
都
W
に
於
け
る
取
引
の 

殆
ダ」

全
部
は
穀
物
、
单
毛
、
羊
皮
等
の
如
S
、
農
業
の 

原
始
的
産
物
の
賣
買
か
ら
成
立
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
.
 

其
後
略
々！

世
紀
を
經
て
、
總
べ
て
の
工
業
部g

：

に
つ 

き
、
總
ベ
て
の
工
業
中
心
地
に
於
て
、
W
業
的
の
工
匠 

が
發
生
レ
、
ク
ラ
ス
ト
、
ギ
グ
ド
が
膝
し
さ
數
に
現
は

免

十

八

他〈

六

！七；*

灘條英嫩穀物市揚の史

：g

考察

!

五三



黎

十

八

港(

六
！
八)

雜

0

拓
國
厳
奮
激
の
史
的
奢
察

银
西
跳

1

冗
®

m \
園 /
囑

る
る
に
及
ん
で
は
、
都
市
周
®
のe

舍
が
益
々
多
く
の 

敷
物
を
都
市
に
供
絵
す
る
に
到
る
ベ
さ
こ
€

はGI

然
の 

こ
と
で
あ
つ
た
。

又
r
商
工
業
の
發
遂
.，ご
別
個
に
る
時
は
、第
十

1

一
、 

第f-

一

ニ

世

紀

に

於

け

る

英

國

都

术

の

歷

：史

.は
大

，體

に

於 

て
、
.封
建
的
、
政
治
的
支
配
よ
り
：の
解
放
の
歷
史
で
ぁ 

ウ
4
^
:。
徹
主
成
は
^
行̂

代

窗(sherlrf 〕

の
外
界
の
*

力
よ
り
め
免
除
"
及
び
都
市
民
自
身
の
掌
中
に
於
け
る 

.描
力
の
集
中
の
二
つ
は
、
都
市
民
が
絡
え
や
注
視
、
追
及 

し
て
居
た
目
標
を
な
し
な
。，
其
進
步
は
必
す
し
.も
：一
律 

な
ら
や
を
雖
も
、
館
十
一
1
> 
十
三
世
紀
の
都
市
敕
許
狀. 

に
：よ

ら

て

與

へ

ら

れ

た

る

®

*
を
次
の
謡
項
目
の
下
.
 

に
：類
別
す
る
ミ
.マ」

が
出
ボ
る
.，で
.
"ら̂
ぅ

。
，.

W F
i
r
m
a

 Burgi 

o g

都
市
法
廷
を
有
す
る
の
特
桃

Q 

市
政
當
局
者
選
任
の

#
權
リ
ー£

て
都
ホ
壁£

に1

筒
、
 

:

年

1
:
0

安

全

に

-居

住

し

た

る

織

，

®
の
自
由
の
獵
得

。g

 

其
他
の
詣
特

W
は
都
市
じ
よ
て
異
な
る
も
の
あ
れ

\

レ

も
ッ
親
濟
的
詣
特
權
中
*
最
も
®
要
な
る
は
ギ
ル
ド
、

マ
I

チ
ャ
ン
ト
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ぱ
、

C
o
m
m
u
t
a
t
i
o
n

の
時
代
が
始
ま
る

や
自
由
を
望
み
、
地

位
の
向
上
を
求
む
る
、
マ
ナ
ァ
の
棘
農
は
特
播
、
殊
に
上

記
®
四
項
の
特
權
を
存
す
る
都
市
に
逃
れ
、
其
都i

s
®

保
譲
の
下
に
織
襄
の
狀
態
，か
ら
脱
し
て
自
ぬ
を
獲
得
し

た
。
織
農
が
自
*
を
求
む
る
主
要
平
段
を
な
し
た
、
此

.

マ
ナ
ァ
逃
C
は

殊

に

黑

.死

病

以

後

に

於

て

は

領

主

を

し

T
.
織
農
の
役
務
負
擔
輕
減
の
要
求
を
，容
認
せ
し
め
又

役
務
の
貨
幣
代
納
を
承
認
せ
し
む
る
に
充
分
で
あ
つ
た

.黑
死
病
に
ょ
る
務
働
カ
缺
乏
の
結
染
、
都
市
へ
の
逃
亡

の
み
な
じ
ず
"
*
近
隣
の
マ
ナ
ァ
ょ
ら
有
利
な
る
倏
件
に

て
迎
へ
ら
れ
たる

/;U

あ
る
も
、
其
多
數
は
都
市
べ
の
逃

む
で
め
つ
た
。一

三
九
ー
ギ
、
地
主
は
識
會
に
於
て
、
雜

，農
が
領
主
を
逃
亡
し
て
特
權
都
市
に入
.：

特
權
に
隱

れ

て

安

，穩

に

居

住

し

、

.又

都

市

民

は

無

法

に
も

S

 

^

 

収

返

さ

ん

で

す

る

總

ベ

て

の

努

力

を

極

力

す

，
二-

.

.
-
、
.
.
’

：

-
,
-
-
-
r

/

-

-
<
-

.

.
’
-ご
.
r

:

.

w

.

l

 

-
-
.
-

へ
、
各
演
生
は
普
、
都
市
或
は
特
權
®
成
に
入
り
て
&
己 

の
.鎌
鳥
を
捕
へ
得
べ
き
こ
を
要
求
し
た
る
も
、
；.國
王 

は
此
箭
，®
を
斥
け
た
ご
云
ふ
こ
を
で
あ
る
。
而
し
て
都 

市
が
お
め
て
興
人
口
並
に
富
に
於
て
急
速
に
墙
大
し
姑 

め
f
t:る
時
は
又Villeinage

の
廢
止
が
，始
ま
れ
る
時
な

第

十

二

世

紙

以

前

は

"

穀

物

の

除

辦

が

賣

ら

れ

す

し

て 

殘
0
た
る
卞
場
前
の
時
代(pre-market 

period )
。

筑

十

！
 

I

世
紀
ょ
タ
第
十
ニ

一

世
紀
に
一
到
る
間
に
は
地
方
的
市

場
が
蒋
f
f
iす
る
じ
到.
：^
ヶ
ャ
ナ
ァ
が
其
餘
剩
穀
物
の
寶
，

却
を
以
て
典
霜
要
に
應
じ
た
る
時
代
。
其
後
，*
地
方
慎

る
こ
と
は
極

，め
て
重
大
な
こW

で
あ
る
。
後

の

都

市

繁\
,

域
的
基
礎
の
上
に
組
織
せ
ら
れ
た
る
商
業
的
農
業
に
於 

衆
の
多
く
は
、
以
前
土
地
に
束
縛
せ
ら
れ
た
る
人
民
に 

よ
つ
て
脱
得
さ
れ
た
自
由
.に
.ま
ふ
も
の
で
あ
.
-ゾ̂
，同
じ 

く
で
都
ポ
は
動
勉
な
る
農
民
に
對
し
て
機
會
を
與
ふ
る 

こ
ど
に
よ
つ
てV

i
U
e
l
n
a
g
e

の
廢
止
を
促
進
し
ね
0 
0

 

農
の
マ
ナ

.ア
逃
じ
は
、
少
く
ざ
も
第
十
五
世
紀
の
園
墻

て
‘"
其I

T

要
に
應
せ
ら
る
る
地
方
市
場
の
完
全
な
る
發 

達
に
ょ
.つ
て
齋
ら
さ
れ
た
る
代
宜
營
理
農
業(bailiff 

f
a
r
m
i
n
g
)

の
廢
止
に
ょ
る
マ
ナ
ァ
衰
微
の
時
代

V

第 

十
六
世
紀
以
後
マ
ナ
ァ
は
唯
、
其
形
體
の
み
を
存
し
"
 

最
早
"
後
の
會
的
發
達
を
阻
止
し
或
は
促
遮
し
得
る

運
動
の
始
ま
る
ま
て
は
、
領
主
を
脅
か
す
に
充
分
で
あi

制
鹿
力
ら
ざ
る
に
到
み
し
時
代
等
で
あ
る
。
而
し
て
、
第

つ
た
。そ
れ
に
ょa

て
役
務
の
货
®
代
納
は
促
進
さ
れ
"
 

P
3
3
u
t
a
t
i
0
n

は
又
都
W
の
發
0
ミ
共
に
、
释

々

地

方

，
 

|的

穀

物

市

，
躁

の

存

^
を̂
確
賞
な
も
の
ご
し
た
。
.

入
は>

 

ナ
ァ
の
歷
史
に
於
て
、
次
の
如
さ
四
®
の 

.

時
代
をf
f
i別
す
る
こ
ビ
が
出
來
：る
で
あ
ら
ぅ

1

即
ち
"
：

雜
十

八
释
/

へ
六
！
九

)

雜

0

英
國
穀
物
市
織
の
考
察

十
三
世
紀
以
後
の
此
地
方
的
市
場
じ
つ
い
て
は
先
づ
穀
っ 

物
價
格
の

8
1

ょ

觀

察

せ

ね

ぱ

な

ら

な

い

。(lipson : 

ibid.rp. 

1
9
0
.5. P

a
g
e

 
前
揭
參
照
。Gras : ibid., p. 3Q.)

.

i

)

*

鎮
叫
號

1


